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本製品について
●下開き扉に取り付ける家具用のソフトダウンワイヤーステーです。
●左右兼用です。
●扉の質量と高さによって、ソフトとストロングの2つのタイプがあります。
(詳細はP.2選定表を参照)

注意 禁止 厳守

注意 軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。

• 開いた扉面に物を置いたり、扉面上で作業をする場合、本製品以外に扉を支える支柱などを設けてください。
• 扉のサイズ・質量と、本製品の組合せについては、本書の表に従ってください。
• 扉の質量、扉の開閉時の衝撃に耐えうる強度のキャビネットを制作してください。また、ねじは必ず指定のものを使用し、
確実に締めつけてください。取付強度が不足していると、扉が脱落してけがをするおそれがあります。

• 指定寸法、仕様、各部の水平、垂直を必ず守ってください。板の反り、傾きやねじれは故障などの原因になります。
• 本製品は家具を構成する為の部品です。取付終了後に、最終製品としての機能および安全性をご確認いただくとともに、
使用者へ家具を安全に使用するための注意喚起もしてください。

• 取付ねじに緩みがないことを定期的に確認してください。緩みがあった場合は、増し締めしてください。

• 開ききった状態から、さらに開こうとしたり、必要以上の力で扉を操作しないでください。故障の原因になります。
• 本来の目的とは異なる使用方法や、本書に示す仕様以外の扉には使用しないでください。

正しく安全に取り付けていただくために

部品一覧

取付説明書
ソフトダウンワイヤーステー　IT4950型

品番
ソフトタイプ IT4950-4000
ストロングタイプ IT4950-6000

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。
取付作業前に本書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
取付後は本書をいつでも取り出せるよう保管してください。

取り付けできる扉
質量 1.6～6.7kg

高さ 200～400mm

厚さ 18mm以上

①本体

ソフト/ストロング
識別シール 1ヶ

【取付けに必要なもの】
・本体①取付ねじ……………2本
(推奨：なべタッピンねじφ3.5×20)

・受座③④取付ねじ…………2本
(推奨：皿タッピンねじφ3.5×16)

・Ｚ型プラスドライバー PZ2

②化粧カバー ③受座（埋込用） ④受座（面付用）
別売品

⑤ドロップ丁番
IT4011-500

⑥スリムプッシュラッチ
IT5700型

オプション

製品情報動画 - 取付
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寸法図　図は右付けを示します。左付けは左右対称になります。

選定表
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扉

キャビネット側板

扉

扉 扉

キャビネット側板

受座（埋込用）を使用する場合 受座（面付用）使用を使用する場合

扉高さ (mm)扉高さ (mm)

ソフトタイプ

ソフトタイプまたはストロングタイプ

ストロングタイプ

ソフトタイプ

ソフトタイプ ＋ ストロングタイプ

ストロングタイプ

ステー1ヶ使い ステー2ヶ使い

200
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400

7654321.6
扉質量 (kg)

※ハンドルを含みます
扉質量 (kg)

※ハンドルを含みます

200
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400

6.7654321.6



3

扉を上げる

※先端の金具から少し離れた
ワイヤー部分をつまむ

受座へ差し込む
下へずらす

④カバー③カバー

埋込用の場合 面付用の場合

1

2

2 3
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取付手順　右付けでご説明します
1  受座の取付け

2  本体の取付け

3  ワイヤーのセット

①本体

なべタッピンねじφ3.5×20
（お客様手配）

 左右共通です。
 注意

向きに注意

③受座（埋込用）
取付穴: φ5.3穴 φ7.3皿

推奨： 皿タッピンねじ φ3.5×16
（お客様手配）

向きに注意

推奨： 皿タッピンねじ φ3.5×16
（お客様手配）

④受座（面付用）
取付穴: φ5.3穴 φ7.3皿

埋込用の場合 面付用の場合

※調整ねじの位置は上下逆になります。

 扉を閉じる前にカバーを取り付けてください。
 注意
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取付手順（つづき）　右付けでご説明します

4  調整　 ※左付けの場合、調整ねじの位置が上下逆になります

5  化粧カバーの取付け

-13°

+7° +

+方向
ソフトダウン機構の
効き始めが
早くなる

ー方向
ソフトダウン機構の
効き始めが
遅くなる

PZ2

開き角度調整

ソフトダウン調整

ｰ

PZ2

ソフトダウン機構の作動タイミングを調整します 

マイナスドライバー
でずらす

取付方法 取外方法

1 2 1
2

3

②化粧カバー

 扉が開いている状態で調整してください。

 開き角度調整はソフトダウン調整より先に行って 
ください。

 注意


